
 

 

 

 

 

 

 

 
〇歯みがきの様子 

 

 

 

 
 

〇実践発表より 

〇歯科受診結果の向上  

〇学級担任や地域の方との連携  

△小学生の「GO」の増加 ※軽度の歯肉炎  

△児童生徒主体の活動の少なさ  

△毎回歯科検診の際にう歯のある児童生徒 
 

（１）給食後の歯みがきの見直しと改善 

（２）受診のおすすめの工夫 

（３）縦割り歯みがき指導の実施 

（４）個別歯みがき指導の実施 

（５）歯に関する標語・絵の取組 

（６）授業での歯科指導の実施 

（７）長期休業の取組の工夫 

           

〇研究協議・情報交換 
   研究協議では、グループで自校の歯科指導についての成果や課題について熱心な 

話合いが行われました。また、各校の具体的な取組について情報を交換し、「自分 

の学校でもやってみよう」と思えるような有意義な時間を過ごすことができました。 

 

〇講演 
最後に新潟大学教育学部の村山敏夫准教授より「子供の自己マ 

ネジメント力を高める～歯と口からの健康づくり～」というタイ 

トルでご講演をいただきました。「なぜ、歯みがきをするのか？」 

に対し、「歯と口のケアをしていくことは、脳によい影響を与え 

るためであり、体を動かすパフォーマンスの向上を図るため」と 

今後の指導に生かせる実践的なお話をいただきました。 

  
南会津教育事務所学校教育課だより 
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令和４年１２月６日（火）発行 

第 123 号 

 

「１５の春を見据えた自己マネジメント力の育成」 
～檜枝岐小・中 生きる力をはぐくむ 歯・口の健康づくり推進事業より～ 

 

◎９年間の積み重ね◎ 

令和４年度の歯科検診では、中学３年生はう歯や

歯肉炎などの疾患がありませんでした。ただ最初か

ら今回のように素晴らしい結果だったわけではな

く、子供達自身の努力と、家庭の協力、歯みがき指導

の充実などがあったからこその結果です。 

昨年度の課題を改善！ 

自分事として考え、実行する具体的な取組 

令和３年度の取組を踏まえ、学校として令和４年

度は（１）～（７）の取組を行いました。注目したい

取組は（３）の縦割り歯みがき指導です。これは小・

中学校が連携したすばらしい取組です。 

歯科衛生士が中学生に指導し、中学３年生は小学

１・２年生に、中学１・２年生は小学５・６年生に、

小学６年生（健康委員会）は、小学３・４年生にそれ

ぞれ工夫を凝らした歯科指導をしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県教育庁南会津教育事務所 学校教育課 

TEL 0241-62-5255 HP https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/70510a/ 

保健委員が考えた標語を掲示＜下郷中＞ 

目の愛護デーに向けて＜朝日小＞ 歯の健康チェックを分かりやすく＜南郷小＞ 

季節を先取りした早めの注意喚起＜楢原小＞ 

足踏みをして骨のゆがみ
をチェック＜桧沢小＞ 心

の
健
康
に
も
目
を
向
け
て
〈
田
島
中
〉 


